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第２２７回三重県開発審査会 審議概要 

令和３年３月１５日（月）１０時００分～  三重県勤労者福祉会館 研修室 

  
  三 重 県 
  (事務局) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会  長 

 
 
 
 
 
  委  員 
 
  会  長 
 
 
 
 
 三 重 県 
 (処分庁) 
  
 会  長 
 

 委員の皆様におかれましては、年度末のお忙しい中、ご出席いただき誠に
ありがとうございます。 
 新型コロナ感染症対策としまして、三重県では、会議を開催する場合は、「
県主催のイベントの開催基準」に則り、感染防止に配慮しながら、人数を絞っ
て、審査会を実施しているところです。 
また、マスクをしたままでの発言、常時換気等感染予防をしながらすすめ

てまいりますので、ご理解、ご協力お願い申し上げます。 
  
次に三重県開発審査会条例第４条第２項の規定に基づき、会長及び３人

以上の委員が出席しなければ会議を開くことができないとされています。本
日は２名欠席されていますが、会長及び４名が出席されていますので、本日
の審査会は成立することを報告させていただきます。 
  
また、本日ご審議いただきますのは包括議決案件が三重県２９件、津市１

３件、松阪市２０件、桑名市８件、鈴鹿市３２件です。なお、本審査案件はあり
ません。 
その他としまして、鈴鹿市の都市計画法に基づく開発行為等の許可の基

準に関する条例案を議案として提出されています。 
これは、国土交通省が定めます開発許可制度運用指針において、開発審

査会の承諾を受けるよう記載がありますので、ご審議いただきたく存じます。 
審議については、「三重県開発審査会の公開に関する方針」により、全て

公開となります。 
なお、本日の傍聴者は、いらっしゃらないということを報告させていただきま

す。 
 

 それでは、条例第４条第１項に基づき、会長が議長となるとされていますの
で、ここからの議事進行を会長にお願いしたいと思います。会長、よろしくお
願いいたします。 

 
 まず、前回、第２２６回開発審査会の議事録及び審議概要のご確認をお願
いします。 
 事前にご確認いただいているかと思いますが、前回は松阪市が申請者と
いうことで、議事録と審議概要が同じ内容となっていますが、なにか修正等は
ございますでしょうか。 
 
 ないです。 
 
 それでは、これにて第２２６回開発審査会の議事録及び審議概要を確定し
たいと存じます。 

 
次に包括議決案件について、まずは三重県分から説明をお願いします。 

 
 （包括議決案件 ２９件の報告） 
 
 
 ご質問等ございませんでしょうか。 
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 委  員 
 
 会  長 
 
  津  市 
 (処分庁) 
 
 会  長 
 
 委  員 
 
会  長 

 
  松 阪 市 
 (処分庁) 
 
 会  長 
 
 委  員 
 
会  長 

 
  桑 名 市 
 (処分庁) 
 
 会  長 
 
 委  員 
 
会  長 

 
  鈴 鹿 市 
 (処分庁) 
 
 会  長 
 
 委  員 
 
 会  長 
 
 
 
 
 
鈴 鹿 市 

 （処分庁） 
 
会  長 

 
  

はい。 
 
 それでは、次に津市分の説明をお願いします。 
 
 （包括議決案件 １３件の報告） 
 
 
 ご質問等ございませんでしょうか。 
 
はい。 
 

 それでは、次に松阪市分の説明をお願いします。 
 
 （包括議決案件 ２０件の報告） 
 
 
 ご質問等ございませんでしょうか。 
 
はい。 
 
それでは、次に桑名市分の説明をお願いします。 

 
 （包括議決案件 ８件の報告） 
 
 
 ご質問等ございませんでしょうか。 
 
はい。 
 

 それでは、次に鈴鹿市分の説明をお願いします。 
 
（包括議決案件 ３２件の報告） 

 
 
 ご質問等ございませんでしょうか。 
 
はい。 
 

 それでは、三重県２９件、津市１３件、松阪市２０件、桑名市８件、鈴鹿市３２
件の包括議決案件の報告を終了します。 
   
次に、鈴鹿市の都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関する

条例案について説明をお願いします。 
 
（ 条例（案）について説明 ） 
 

 
ご質問、ご意見ございませんでしょうか。 
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委   員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鈴 鹿 市 

 （処分庁） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 委   員 
 
鈴 鹿 市 

 （処分庁） 
 
委   員 

 
 
 
鈴 鹿 市 

 （処分庁） 
 
委   員 

 
鈴 鹿 市 

 （処分庁） 
 

 
 
 
 
 
 
委  員 
 
会  長 

 
 

 集落内で人口がどんどん減少しているということで、新しく外から人を呼び
込もうとしているそういう意図かと思うんですが、人口が減っているというのは、
集落内にも空き家や空地が発生しているじゃないかなと思うんです。そういっ
たものの活用と、この新しく作られるこの制度である、優良田園住宅との関係
はどのようにとらえればよろしいのでしょうか。 
 空き家は空き家でそのままおいといて、新しく例えば農地など転用して優良
田園住宅がつくられていくというそういうイメージなのか。そういう空き家等を
解体し空地を利用して既存のところにつくられていくのか、その辺のイメージ
を教えていただければと思います。 
 
 この条例の制定にあたりまして、当然空き家対策の部局とも協議を行ってい
ます。空き家バンクに関しては、市街化区域内の非常に古い空き家は多いの
ですが、調整区域の空き家というのは、皆さんまだ手放さずに放置されてい
る状態のものもあります。 
そこに誘導というのは、当然地権者の合意がいりますので、明確に誘導し

ているわけではありませんが、鈴鹿市としても、移住促進のサイトを設けて、そ
ちらに空き家バンクをリンクさせてそちらの方と協議を行っているのが今の状
況です。 
おそらく集落内にはそこまで大きな土地がたくさん残っていませんので、空

き家を利用した建て替えであったり、空き家を利用したリフォームであったり、
そういうものを住宅部局と協議して現在進めています。 

 
空き家の対策は、別途それはそれで進めていて、ということですか。 
 
そうですが、連携、リンクはきちんとさせていただいています。 
 
 
この優良田園住宅は、どういう場所につくられるものですか。現状は、どう

いったところにつくられるのですか。農地であるところにつくられるのか。初歩
的なところかもしれませんが。 

 
指定既存集落内がまず指定されていますので。 
 
 
それは分かるのですが。 
 
農地ではないんですが、集落内にある屋敷畑の農地、それは可能性があ

ります。農地に限らず空地に関しては、建築する余地があります。 
空き家に関しては、空地の隣にある空き家とか、３００㎡の土地の基準があ

るので、結構大きな土地の基準ですので、それをまとめてという形も当然考え
ています。 
これまでですと空地が使えなかった方も、この基本方針に合致すれば新た

に使っていただけるようになりますので、むしろ空地の利用促進にもつながる
と考えています。 

 
 そういうことですね。それなら、了解です。 
 
 他にご意見、ご質問はございますでしょうか。 
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委  員 
 
 
 
 
鈴 鹿 市 

 （処分庁） 
 
 
 
 
 
 
 
委   員 
 
 
鈴 鹿 市 

 （処分庁） 
 
 
 
委  員 
 
会  長 
 
 
 
鈴 鹿 市 

 （処分庁） 
 
 
 
 
会  長 
 
 
鈴 鹿 市 

 （処分庁） 
 
 
会  長 
 
 
 
三 重 県 
（事務局） 
 
会  長 
 

 こういう対策をされて、積極的にＵターン、Ｉターン、Ｊターンを受け入れようと
しているのか。それと、現在市街地に住んでいる方が、お子さんの生活とかい
ろいろとあると思うのですが、環境を変えるために自然溢れるところに移住す
るだとかを含んだ計画になっているのかをお聞きしたい。 
 
 鈴鹿市の総合計画にぶらさがっている「まち・ひと・しごと創生総合戦略」や
都市マスタープランでその問題点には記載されていまして、使っていただか
ないと制度の意味がありませんで、今後それにも基づいて周知していきたい
と考えています。 
それと、市街化からの転居に関しては、完全にダメという規定にはなってい

ません。ただ、市街化から転居したことによって、例えば市街化区域の空洞
化がおきたり、市街化区域に空き家が増えたり、という措置にならないような
審査をさせてもらう旨を記載しています。 
 
 ちなみに、今のところ、空き家を含めてなんですが、問い合わせはどの程度
ありますか。 
 
 個人からというより、不動産会社から、調整区域の空地を何とかしてほしいと
言われている高齢の方の声があったのですが、これまでは空地に関しては利
用ができなかったので、業者や関係者から問い合わせがきています。そんな
にたくさんではないですが。 
 
 わかりました。 
  
初歩的な質問で恐縮ですが、300㎡というのが、気になっていまして、今回

の対象区域におきまして、概算でかまわないのですが、どのくらい新しい優
良住宅が建てられる見込みがあるのでしょうか。 
 
 集落が細かいですので、実はそこまで具体的な調査はまだしていません。
他の委員がおっしゃったように例えば空き家になっている家であったり、空地
であったり、そこまでの調査はしていませんが、集落内にそれほどたくさん建
つ、例えば１００軒とか建つような余地はもうないと考えています。 
 すいません。まだちょっと具体的な数字をもっていません。 
 
この条例がきっかけになって、いろいろ空き家対策とか、移住対策が推進

という含めたこの条例ということですか。 
 

 推進に関しては、この条例がスタートというわけではなくて、既に都市マスタ
ープランや総合計画でうたっていますので、庁内併せてこういう施策をうって
いくところです。 
  
他にご意見、ご質問等はございますでしょうか。 

 
 それでは、本日、欠席の委員からは特に意見なかったということですよね。 
 
 はい。 
 
  
他に委員の皆様、意見等がないようでございましたら、鈴鹿市から付議さ

れました都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関する条例案に
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委   員 
 
会   長 

つきましては、異議なしとして承諾といたします。  
 
以上で本日の審議はすべて終了となりますが、その他になにかございます

でしょうか。ないでしょうか。 
 
 はい。 

 
それでは、これをもちまして第２２７回三重県開発審査会を終了といたしま

す。 
 
  

 
             


